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Ⅰ 農業と食に関する国内外の動向
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1 世界の情勢

(1) 世界の飲⾷料市場規模の将来⾒通し

 2030年の主要34か国・地域の飲⾷料市場の規模は、2015年の約1.5倍、1,360兆円に拡⼤
と予測

 拡⼤する海外の飲⾷料市場を取り込むことにより、今後の更なる輸出拡⼤のチャンスはおおきい。
特に、⾼い経済成⻑が続くアジア市場の規模は、約1.9倍に拡⼤すると予測

〈地域別〉 〈品⽬別〉

出典 「世界の飲⾷料市場規模の推計」農林⽔産政策研究所より 31



1 世界の情勢

(2) 世界の⾷糧需給の⾒通し
 アジア・アフリカ等の総⼈⼝の継続的な
増加、緩やかな所得⽔準の向上等に伴い、
新興国・途上国を中⼼とした⾷⽤・飼料
⽤需要の増加が中期的に続く

 コロナ禍以降、先進国だけでなく新興
国・途上国の今後の経済成⻑は鈍化する
と⾒られ、穀物等の需要の伸びはこれま
でより緩やかとなる⾒通し

 供給⾯では、今後多くの穀物で収穫⾯積
の伸びが若⼲低下する⼀⽅、穀物等の⽣
産量は主に⽣産性の伸び(反収の向上)に
よって増加する⾒通し

 ⼀⽅、実質価格を⾒ると、とうもろこし
は横ばい、⼤⾖、⾁類等の伸びはプラス
となるものの、今後、世界経済の鈍化傾
向を反映して需要の伸びは鈍化する傾向

＜主要品⽬の世界の総消費量の変化 ＞

出典 「2031年における世界の⾷糧需給の⾒通し」農林⽔産政策研究所より 32



1 世界の情勢

出典 「SDGsと環境をめぐる課題と海外の動き」農林⽔産省より

 各国・地域が、⾷と⽣物多様性に関わる戦略を策定。EU、⽶国では具体的な数値⽬標を提⽰
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(3) 農業に関わる各国の動向



1 世界の情勢

(4) ⾷料価格の推移

出典 「世界の⾷糧事情」国連⾷糧農業機関(FAO)より

 主要⾷料品⽬の国際価格を⾒ると、コロナ禍が発⽣した2019年2⽉以降⼤幅に上昇、その後、
2022年を境に下落傾向

 品⽬別に⾒ると、2022年は植物油183.7、穀物151.3、乳製品139.3、⾁類116.2、砂糖
112.0の順、2024年は佐藤129.2、植物油117.8、乳製品114.5、穀物108.5、⾁類104.9
の順
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1 世界の情勢

(5) 肥料、飼料の価格推移
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出典 「農業物価指数」農林⽔産省より

 肥料は、令和3年から僅かに上昇する傾向(R3平均102〜104程度)だったが、ロシアのウクライナ
侵攻(R4.2)以降、無機質肥料は⼤幅に上昇(R4平均131)、⼀⽅、有機質肥料も無機質肥料
ほどではないものの、上昇する傾向にあり(R4平均115)

 飼料は、令和3年から上昇(R3平均115)、ロシアのウクライナ侵攻(R4.2)以降、⼤幅に上昇(R4
平均138)

R2=100
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２ 国内マーケットの動向

(1) 年齢3区分による⼈⼝推計

出典 「⽇本の将来推計⼈⼝（R５年推計）結果の概要」国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所より

 総⼈⼝は、2020年から2070年にかけて3,915万⼈減少し、8,700万⼈(3割減)
 ⽣産年齢⼈⼝*1は、2020年から2070年にかけて2,974万⼈減少し、4,535万⼈(4割減)
 ⾼齢化率*2は、2020年28.6%だが、2070年は38.7%

＜年齢3区分別⼈⼝の推移 出⽣中位（死亡中位）推計＞

＊1 ⽣産年齢⼈⼝︓15〜64歳の⼈⼝
＊2 ⾼齢化率︓総⼈⼝に占める65歳以上

の⼈⼝の割合
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２ 国内マーケットの動向

(2) ⽣鮮⾷品の流通や販売に関わるニーズ

 単⾝世帯数や共働き世帯の増加により、加⼯品需要、外⾷化が伸⻑
 特に、調理⾷品の購⼊額はコロナ禍においても増加する傾向

出典 「卸売市場を含めた流通構造について(H29.12)」農林⽔産省
「⽇本の世帯数の将来推計(H30)」総務省統計局 等より

＜国内消費に占める⽣鮮品等・加⼯品・外⾷の割合＞ ＜単⾝世帯率の推移と65歳以上の単⾝世帯数の推移＞

＜世帯別の⾷料⽀出割合＞＜調理⾷品及び外⾷の１⼈１年当たりの購⼊額の推移＞

注） 2020年以降は予測値

37



２ 国内マーケットの動向

(3) 野菜加⼯品の1⼈当たり購⼊⾦額の推移

＜⽣鮮野菜及びサラダの１⼈１年当たりの購⼊額の推移＞

 昭和60年を基準とすると、⽣鮮野菜の購⼊額は徐々に減少傾向にあるが、サラダについては
増加傾向にあり、平成20年代から年+10％程度の割合で急激に増加

出典 「加⼯・業務⽤野菜をめぐる情勢」農林⽔産省より 38



２ 国内マーケットの動向

(4) 冷凍⾷品の推移

 冷凍野菜については、⻑期保存が可能で調理の利便性が⾼い点や品質の良さが評価され、
需要が増加

出典 「加⼯・業務⽤野菜をめぐる情勢」農林⽔産省より

＜冷凍野菜の国内流通量の推移＞
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２ 国内マーケットの動向

(5) 野菜（農産物）の輸出⼊の推移

 平成10年頃まで、野菜の輸⼊量は増え続け、現在は年間250万トン程度で推移
 ⽣鮮⽤途よりも加⼯野菜⽤途のほうが割合が多く、7割程度を占めている

出典 「貿易統計」財務省より

＜野菜の輸⼊量の推移＞
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２ 国内マーケットの動向

(5) 野菜（農産物）の輸出⼊の推移

 商業⽤⽶の輸出は⽞⽶・精⽶共に増加傾向にあり、この5年で2倍以上に増加している
 ⽶だけでなく、⽇本酒やパックご飯、⽶粉などの加⼯品も増加傾向にある

出典 「貿易統計」財務省より

＜商業⽤の⽶の⽞⽶・精⽶別輸出量の推移＞ ＜⽶・⽶加⼯品の輸出実績＞

※政府による⾷糧援助を除く

出典 「コメに関するマンスリーレポート（令和6年2⽉）」農林⽔産省より 41



２ 国内マーケットの動向

(5) 野菜（農産物）の輸出⼊の推移

 野菜・果物等の輸出は年々増加傾向にあり、コロナ禍においても直近⼀年で20％増加
 輸出額の上位品⽬は、りんご、ぶどう、いちごなど

＜野菜・果物等の輸出額の推移＞

出典 「貿易統計」財務省より 42



２ 国内マーケットの動向

(5) 野菜（農産物）の輸出⼊の推移

 いちごの輸出は年々増加傾向にあり、コロナ禍においても直近⼀年で30％増加
 輸出先は、⾹港(37.7億円)、台湾(6.4億円)、タイ(3.7億円)、シンガポール(2.6億円)

＜いちごの輸出額の推移＞

出典 「貿易統計」財務省より 43



２ 国内マーケットの動向

(6) ⽶粉の需要動向
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 ⽶粉⽤⽶の需要量は、平成21年度の5千トンから年々増加し、令和3年度は41千トンと15年間
で8倍に伸びている

 「ノングルテン⽶粉第三者認定制度」や「⽶粉の⽤途別基準」の運⽤が開始され、⽶粉の需要が拡
⼤している。ノングルテン⽶粉の製造⼯程管理をJASが制定した。世界におけるグルテンフリーの需要
の⾼まりから今後⽇本産の需要は⾼まっていくと想定される

出典 「⽶をめぐる関係資料」農林⽔産省より



２ 国内マーケットの動向
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(6) ⽶粉の需要動向

 世界のグルテンフリー市場は、2005年から10倍以上も伸びている
 グルテンフリー市場は、⻨類に含まれるグルテンによるアレルギーや、ダイエット等に対するニーズの

増加にともに形成されてきた
(100万USドル)

出典 「⽶をめぐる関係資料」農林⽔産省より



２ 国内マーケットの動向

46出典 「⽶粉パン・⽶粉麺に適した⽶粉専⽤品種」農林⽔産省より

 ⽶粉の需要拡⼤に向けて、⽶粉パン・⽶粉麺に適した⽶粉専⽤品種も開発されている。

(6) ⽶粉の需要動向


